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第２ 【事業の状況】 

(1) 仕入実績 

当第１四半期連結会計期間における仕入実績は、次のとおりであります。 

  

                            (単位：百万円) 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

(2) 販売実績 

当第１四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。 

  

                            (単位：百万円) 

 
(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．その他には、Ｅコマース事業のポイント引当金繰入額等が含まれております。 

  

  

  

１ 【仕入及び販売の状況】

商品部門 

当第１四半期連結会計期間 

(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年５月31日) 

メンズボトムス 282  

メンズトップス 1,008  

レディースボトムス 1,199  

レディーストップス 4,463  

雑貨・その他 1,255  

合計 8,208  

商品部門 

当第１四半期連結会計期間 

(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年５月31日) 

メンズボトムス 650  

メンズトップス 2,631  

レディースボトムス 3,191  

レディーストップス 12,112  

雑貨・その他 （注）２ 3,099  

合計 21,685  
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なお、商品販売事業の販売実績をブランド別に示すと、次のとおりであります。 

                             (単位：百万円) 

 
(注) ナインブロックスには、ブランドアウトレットを含んでおります。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

  

ブランド別
当第１四半期連結会計期間 

(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年５月31日) 

レイジブルー 1,400

ローリーズファーム 6,175

グローバルワーク 5,101

ジーナシス 2,757

ヘザー 1,368

ハレ 876

アパートバイローリーズ 815

レプシィムローリーズファーム 1,929

ナインブロックス (注) 967

インメルカート 225

トランスコンチネンツ 66

その他 0

合計 21,685

２ 【経営上の重要な契約等】
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(１) 経営成績の分析 

 当第１四半期連結会計期間（平成21年３月1日から５月31日まで）におけるわが国経済は、世界的な景

気後退から、厳しい雇用情勢のもと、個人消費は引き続き冷え込んだ状況で推移しました。 

 このような環境のもと、売上高につきましては、前年同期比15.3％増となりました。４月中盤以降天候

にも恵まれ初夏物の販売が順調に推移した結果、国内既存店売上高は前年同期比97.0％と、通期計画の

96.1%を上回ることが出来ました。 

 新店の寄与もあり全ブランドが前年同期比で売上高を伸ばしました。国内のブランド別では、「レプシ

ィムローリーズファーム」、「ヘザー」、「アパートバイローリーズ」等が高い伸び率となりました。 

 ４月にオープンした大型複合店舗の旗艦店コレクトポイント原宿も順調なスタートを遂げています。 

 店舗展開も引き続き積極的に行ない、当第１四半期末時点での国内店舗数は、43店舗（内Ｅコマースサ

イト８店舗）の出店の結果、594店舗（内Ｅコマースサイト26店舗）となりました。 

 海外の店舗展開につきましては、香港におきまして「ローリーズファーム」、「レイジブルー」、「コ

レクトポイント」計４店舗を出店した結果、当第１四半期末時点での海外店舗数は、台湾17店舗、香港12

店舗、計29店舗となりました。 

 収益面では、仕入・在庫・売価変更を適正にコントロールした結果、売上総利益率は63.9％と前年同期

比0.7ポイント改善しました。 

 戦略的な広告宣伝費の増加、国内外とも積極的な店舗展開に伴う費用増により、販売費および一般管理

費率は45.7％（前年同期比0.2ポイント増）、営業利益率は18.1％（前年同期比0.4ポイント増）となりま

した。 

 また、特別利益として、ストックオプションの失効に伴う新株予約権戻入益を66百万円計上する一方、

特別損失として、固定資産除却損12百万円、店舗の賃借契約解除に伴う損失10百万円、３店舗の減損損失

として61百万円を計上しております。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は216億85百万円（前年同期比15.3％増）、営

業利益は39億33百万円（前年同期比18.3％増）、経常利益は39億79百万円（前年同期比17.4％増）、四半

期純利益は23億39百万円（前年同期比29.7％増）となりました。 

 なお、前年同期比較に関する情報については、前年が四半期開示制度導入前のため参考情報として記載

しております。 

  

(２) 財政状態の分析 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、39億60百万円減少して

419億24百万円となりました。これは主に、現金及び預金が減少したこと等によるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて、48億78百万円減少して144億41百万円となりました。これは主

に、買掛金と未払法人税等が減少したこと等によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて、９億18百万円増加して274億83百万円となりました。これは主

に、利益剰余金が増加したこと等によるものです。 

  

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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(３) キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて、73億13百万

円減少して129億88百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果使用した資金は、40億81百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益

が39億61百万円あった一方、売上債権が20億87百万円増加したこと、仕入債務が21億69百万円減少したこ

と及び法人税等の支払いが40億36百万円あったこと等によるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は、18億45百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支

出が11億６百万円あったこと等によるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果使用した資金は、14億９百万円となりました。これは主に配当金の支払が14億５百万円

あったこと等によるものです。 

  

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(５) 研究開発活動 

 特記すべき事項はありません。 
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当第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間終了後四半期報告書提出日までの間の配当に

ついては、＜注記事項＞（株主資本関係）４ 配当に関する事項に記載のとおりです。 

２【その他】
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株式会社ポイント 

 
  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ポイントの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成21年３月１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポイント及び連結子会社の平成21

年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成21年７月７日

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ  

指定有限責任社員 

業務執行社員        
公認会計士  中 川 幸 三    印 

指定有限責任社員 

業務執行社員      
公認会計士  阪 田 大 門    印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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